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ネットワーク会員 15団体
68人
55％
75％

けもの塾参加者

今年度計画の達成度

目標達成度

課　題

目　標

活動内容と成果

①獣害対策の担い手（けもののまち医者）育成
②過疎高齢化する農村集落における獣害対策の体制（都市部か
らの人材流入）
③地域における「けもののまち医者」の地位確立

引き続き「けもの塾」を軸に全国に支援組織を育成していきたい。成果のみえる化を丁寧に行い、理解者や協力者も増やしていき、
白書を定期的に発行し、現場の最前線を政策につなげていけるよう働きかけを行っていく。

第2巻の獣害対策白書を元に、獣害対策をハード対策ではなくソ
フト対策に移行するよう提言し、けもの塾生が地域の担い手とし
て定着し、獣害を獣益と変えていく社会をつくる。

5年目は獣害対策白書第2巻の普及と獣害対策を行う支援組織
ネットワークの拡大を行った。
け も の 塾 は4回68人、野 生 動 物 対 策 技 術 研 究 会120人 や け も
JOB120人14企業という参加から、徐々にイベントも定着してき
ている。九州や沖縄までネットワーク会員が増え、15団体の全国
組織となった。けもの塾生へのフォローアップも強化し、2団体は
自立化の見通しが立ってきている。 5年間で、野生動物のまち医者育成のネットワークを4団体から

15団体へ広げることができた。白書を2回発行することで、政策
提言も行ったが、資格制度をつくることまでは達成できなかった。
獣害を地域課題でなく地域のチャンスに変えるためにも、各地域
を支える支援団体の育成が急務であることも確認できた。また、
都市農村交流企画「クラウドハンター」にも着手し、獣害で交流人
口を増やすことに成功する集落もできてきている。

今後の
展望

けもの塾初級編in湯沢　

けもの塾行政編in東京

第２回ふるけもジョブ活in2018

■苦労した点
実践を重視するプログラムにする
ために、地元の集落の方や行政の方
に、フィールドとして提供いただけ
るよう打ち合わせを念入りに行っ
た。

■工夫した点
誰でも一から学べるプログラムと
し、３泊4日同じ場所で合宿形式にす
ることで日夜、参加者や講師ととも
に活動し、ネットワークづくりが円
滑に行えるように計画した。

（特非）   メタセコイアの森の仲間たち


